
＜体験教育＞

中山間地域の自然や環境を利用した体験事業の推進に
関する研究（2004～2007年度）

◇現状と課題

◇ねらい

◇手法

◇成果

◇概要
近年、自然や風景、様々な伝統文化、建築物など農山村の環境を利用した様々な体験活動の提供が

行われています。本研究では、これら農山村の環境を活用した野外体験プログラムを民間団体、公設
教育・研修機関、市町村、研究機関とともに開発、経済性を含めたフィージビリティを検証するとと
もに、県内に野外体験事業の展開に必要な仕組みを試験的に構築・運用し、可能性と課題を整理しま
した。

教育、子育て支援、体験観光等の分野で様々な団体が野外体験
プログラムを実施していますが、その多くはボランティアに近い
形で提供しており、リスク管理、スタッフの技術、継続可能な体
制等に課題があるケースも散見されます。
また、野外体験は自然空間を利用した業態としての可能性を有

していますが、収入にもつながる経済活動として成立させていく
ためには、上記の課題解決に加え、ユーザーを具体的に想定した
商品価値の高いプログラムを提供できる人材が必要となります。

①島根県の自然環境を利用した野外体験プログラムの開発
冬の野外体験プログラムをはじめ・春・夏・秋のオールシーズ

ン、森、川、沢、原野、農林地等様々な野外フィールドを使った
コンテンツを開発・試行し、併せて、経済活動としてのフィージ
ビリティを検証し、成立させるための課題を整理しました。
②人材スキルアップの仕組み
①の取組と並行して、各分野で野外体験プログラムを企画・実

施に関心のある人材の発掘、スキルアップの仕組みを構築、試行
し、効果や課題を整理しました。

しまね自然の学校、県生涯学習推進センター、国立三瓶青少年交
流の家等と共同して、オールシーズン、森、雪原など様々なフィー
ルドを使った体験プログラムを開発・試行し（市場テストを含む）
を、効果検証しました。
2004年から上記団体と「野外体験産業研究会」を組織し､人材発

掘・スキルアップのための研修会を実験的に展開しました。また、
野外体験産業研究会では、研修コンテンツや研修会等の効果・課題
について成果をテキストとしてとりまとめました。

①島根県の様々なフィールドを使った野外体験プログラムの開発・
試行・効果検証と様々な団体による活用

②野外体験コンテンツの開発・試行の場面や研修の場面を通じて
各職能領域に複数の人材が輩出されており、各職域で活動して
います。

＜学会報告＞第55回地域農林経済学会発表（2005年）
「島根県における自然環境を利用した野外体験事業の展開と課題
～しまね自然の学校、野外体験産業研究会の事例～」
＜報告書＞
2005年3月 野外体験産業育成成果報告書Vol.1 島根県中山間地域研究センター
2006年3月 野外体験産業育成成果報告書Vol.2 島根県中山間地域研究センター
2007年3月 野外体験産業育成成果報告書Vol.3 島根県中山間地域研究センター



野外体験活動の構成要素の整理野外体験の概念整理

◇連絡・問い合わせ先
島根県中山間地域研究センター 地域研究スタッフ
担当 主席研究員 有田 昭一郎
〒690-3405 島根県飯石郡飯南町上来島1207番地
TEL：0854－76－3833 FAX：0854－76－3758
E-mail：arita-syouichirou@pref.shimane.lg.jp H P：http://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/
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